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マイシン(12.8%)であった。90 日死亡率は 21.8％、Acute Physiology and Chronic 
Health Evaluation (APACHE) II スコアの平均値は 15.6 (3-39)であった。多変量解
析では、P. aeruginosa 菌血症 (odds ratio [OR] 175)、APACHE II スコア ≧25 
(OR 76.2)、予防的抗菌薬バンコマイシン (OR 45.4) が心臓血管手術後のグラ
ム陰性桿菌菌血症による死亡の有意な予後不良因子であった。心臓血管手術後
に状態が不安定な患者に菌血症が疑われる場合は、初期治療として P. 
aeruginosa を含むグラム陰性桿菌をカバーする抗菌薬を選択することを検討す
べきである。 
